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一

一

一

同

一

一

山

知

…

主

約
=
一町

採

草
地
五
町
一

L

f

一

返

束

、

撃

が

、

出

場

一

3
2ら
、
犯
罪
は
一
る
様
吃
足
る
こ
と
。

一

す

一

一

〈

大

村

雲

き

同

賀

習

生

慮

募

資

格

一

出

口

聞

は

千

七

百

徐

点

一

重

主

り

も

、

予

防

長

一

組

り

な

い

と

一吉

フ
こ
と

一
被
害
に
、
か
か
っ
た
と一

川
一戸

町

川

町

一

川刊

一

倍

叶

心

付

長

斜

一

ご

γ
f
f
一

乞

重

点

が

置

山

れ

τい
る一

2
5
L
Kフ
。
犯

一
き
は
現
場
を
保
存
し
て
一
車
事
札
、
賊
寸
侵
入
ム

し
、
所
定
の
教
習
を
受
↑

農

産

口

日

平

曾

の

成

主

民

一

?

)

れ

と

夏

、

喜

一

空

中

、
共
の
じ
、
土

直

ち
に
届
け
出
る
こ
と
一

z
i
fら
注
意一

ス

)

)

〉

…

け

る

こ

と

の

で

き

寸

生

去

る

十

二

月

四

、

五

日

町

村

大

付

農

れ

れ

等

一

訪

れ

立

川

沿

紅

側

け

れ

か

υ
Aい
一

一

一

い

は

勺

吋

町

一

り

〕

ド

合

等

、
成

一

い

は

は

…

同
一
一
一
一
日
間
削
れ
れ
一
九
一
事
校
に
於
て
は
大
村
市
三
共
催
の
下
に
重
品
評
一
ハ
一
一
一
等
ゾ
郷
野
不
三
義
外
一
ハ
一一
一等
υ

大
支
持
一
。
防
止
に
努
力
を
附
注
す
一
犯
に
、
か
か
b
な
い
様
一
は
、
休
裁
;
賊
D
侵
一
つ
侵
入
に
使
唱
さ
れ
る
一
↓
月
仰
が
…

一

舎

を

開

催

し

た

。

一

一

一

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

犯

一

に

失

O
点
に
注
意
し
て
一
入
防
止
を
中
心
と
す
る

一

物
を
置
か
な
い
こ
と
。
一
十

身
体
強
健
、
志
操
竪
国
一
息
出
品
点
数
一
、
七

O
五

点

の

中

、

弐

の

通

り

受

一

八

名

一

〔

農

直

加

工

品

類

υ

一
男
を
防
止
す
る
に
は
、
罪
一
下

5
ぃ

。

一

乙

と

。

一

貴

重

一

品

の

置

場

所

に

注

意

一

寸

2

W
山
山
…

刊

誌

尚

一

一

日

〔

甘

い

れ

づ

れ

た

。

一

マ
ス
代
村
上
友
衛

7
J同
連

~

一

…

一

一

一

告

別

刷

忠

、

外

一

吋

凡

な

刊

誌

壁

一

足

時

点

吋

り

ゅ

引

下

げ

れ

は

計

十

川

一

肘

れ

じ

下

す

る

こ

と

一

寸

1

M

m

…

協

同

!

"

一

同

日

茂

石

川

一

ト

一

間

保

持

一

"

は

わ

江

川

町

事

担

円

山

山

川

口

一

い

お

円

け

1
一

片

山

炉

問

一

一

一

一

一

弘

一

時

間

一

ぺ

;

山

川

一

M
M
む

川

い

日

げ

が

、

支

所

も

uql小川
引
制
一
町
川
口
"
U
1
2
Jい
.U制
約
恒
川
町
七
日
日
計
辺
町
訂
一
町
七
日
=
計
約
一
一
制
町
民

付
市
に
作

ら

れ

一

。

こ

と

[

な

り

ま

す

。

研

先

D
E
カ
ら
ば
を
寺
た
せ
る
筈
吃
な
っ
て
究
と
が
、
分
け
る
こ
と

で
員
珠
研
究
所
も
、
こ
に
な
っ
た

D
Z

地

そ

の
中
に
は
、

長

珠

提

供

す
る
と
か
リ
ヒ
ン

f
り

の
意
味
で
叩
一民
珠
養
殖
事
活
つ
皆
様
の
御
骨
折
り
が
、
き
う
し
亡
憎
ら
れ
ト
を
興
え
る
と
れ
ミ

お

ま

す

。

し

庁

ゆ

川

来

な

い

、

お

瓦

に

業
。
按
興
を
図
る
た
め
ぼ
一
式
う
ま
で
も
あ
り
ま
る
か
、
或
達
珠
う
色

関

f
bり
、
こ
作
わ
っ
叫
ん
お
品
川
U

M

M
域
計
一
祝
日
付
一
一

に
水
産
庁
設
置
法
・
と
い
せ
ん
世
一
面
、
定
一付
脅

D
彰
一
昨
ま
可
h

と
一式
つ
は
全
体
と
し
亡
、
分
離
で
F
が、

一時
に
た
付
文

れ
唯
一
一
品
い

τ一一
一重
を
中
心
と
す
る
九
州
-
地

T
う
な
基
礎
内
な
研
す
る
こ
と
つ
明
来
な
い
所
と
し
て
ま
霊
園
の
基

口

一

一
い
一
一
れ
い
り
日
付

飢

わ

れ

貯

に

弘

前

城

崎

時

計

げ

庶

民

能

川

研

は

は

守

片

山

け

吋

心

開

制

一

一

一宮

ま

す

。

し

か

し

、
何
れ

主
こ
ろ
吃
来
春
完
成
を
地
位
に
号
、
し
か
も
技
術
を
、

E
う

ま

し

賞

優

良

之

末

比

〉

極

主

長

崎

し

て

い

;

日

れ

紅

白

一

一

川

口

一

一

日
一
一
山
川
崎
市
北
白
川
非
常
吃
将
来
性
が
あ
る
て
一
口
〈
〈
き
か
、
或
い
を
閣
係
者
仁
叩
円
訂
す
る
こ
ち
ら
つ

-F
は、

rら
わ

σ、
売
に
色
々
D
研

山

い

れ

い

↓

日

れ

小

ん

は

か

い

ヲ

一

一

前

日

削

抗

日

刊

は

じ

れ

口

説

γ
……一一

-A同
一

一

日

片

山

刊

し

れ

W

M

時
一
吋
住
民

u
m

MU
い
け
弘
一
…

ι
M
J
1
U
一一
喜
び
た
と
え
う
実
際
の
事
点
と

一立
っ
た
と
こ
ゐ
ま
で
考
或
は
奨
珠
貝
疋
閥
ず
る
究
と
い
う
も

2
↓
朝

U
と
」
b

o

J

直
峰
、
情
び
つ

い
た
研
え
て
お
り
ま
す
。

具

体

山

り
な
司
直
を
、
ミ

一
タ
に
崎
躍
に
出
来
と

こ
こ
で
本
所
が
三
重

そ
れ
で
は
研
究
市
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ト

図
立
真
珠
研
究
所
i
t
a
l
i
-
-
B
a
a
-

一

果

す

役

割

太

田

繁

・

:
一

大

の

j
i
l
-
-
6

支

所

長

〈旬列〉

こ
の
度
、
地
元

の
皆
慌

の
御
力
添
え
に
よ
の
研

究
所
の
建
物
も
出
来
上

り
、
私
共
も
大
村
市
民

の
仲
間
入
り
を
さ
せ
て

戴
く
こ
と
に
在
め
ま
し

た
。
ヱ
の
機
曾
に
営
研

究
所
が
、
ど
の
よ
う
在

役
割
を
果
す
所
で
あ
る

か
と
い
ヲ
こ
と
を
、
市

民
の
皆
様
吃
御
理
解
戴

き
、
今
後
在
お
一
居
ゆ

御
支
援
を
御
闘
い
し
た

い
と
存
じ
「
市
政
だ
よ

り
」
の
紙
面
を
お
借
り

し
た
次
第
で
す
。

御
存
知

D
上
う
と
養

硝
真
珠
は
日
本
の
特
産

品
で
あ
わ
、
治
ん
E
が

ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
イ
ン
ド
等

の
諸
外

闘
K
輸
出
さ
れ
、
貴
重

た
外
貨
を
稼
い
で
お
り

ま
す
。
現
在
の
我
国
が

輸
出
に
力
こ
ぶ
を
入
れ

た
り
れ
ば
な
ら
な
い
こ

(二)
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